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前号の関連記事に対して、「断定しすぎ」とのご批判をいただきました。ご指摘を踏

まえて、改めてもう少し客観的に記しておきます。 

市長選挙が行なわれるときに市議会議員に欠員がある場合、議員の補欠選挙が行なわ

れます。ただし、市長選挙告示の 10 日前までに欠員が出ていなければ補欠選挙はあり

ません。 

ふつうは市長選挙に現職議員が立候補した場合、その陣営は後釜を補充する目的で、

早めに議員辞職をして補欠選挙が行なえるようにします。動機はどうであっても、市民

に新たな選択の機会を保障するために議席を返すのは正しいことです。 

保谷なおみさんがそのような選択をされるかどうかは注目に値します。これまでの陣

営から寝返って対立陣営から立候補するということ、自分が抜けることで立候補する陣

営が議会内で多数になること、つまり旧陣営の後釜が誕生しないほうが都合いいことな

ど、きわめて特殊な事情があるからです。 

新年早々は現職議員が顔見世できる行事がたくさんあり、顔を売るチャンスです。一

段落しないと辞職しないでしょうが、補欠選挙が可能なタイミングで辞職しなければ、

議席を私物化したとの批判が出るのは当然です。市長職を目指す人が、議席を私物化す

るなどということは許されません。 

あと一ヶ月弱、保谷さんがどうするかを皆さんと一緒に注視したいと思います。 

 

 

森てるおは議員です。市長が選挙で選ばれてきたら、議員として是々非々で市長

に対処することになります。そんな立場から、市長選挙に直接関わるべきではない

と考えています。しかし同時に市民の一人として、市民の力を強くして、市民が主

人公の市民自治を実現したいと考えています。 

市民の力を強くする最良の方法は、市民を裏切った市長や議員を確実に退場させ

ることです。これができないと、市民は甘く見られてバカにされてしまいます。こ

のことを市民の皆さんに訴えかけて、坂口市長の報酬をめぐる一連の行為がそれに

該当するか否かを判断していただくように働きかけます。 

もし、新市長が誕生するなら、現職の敗因は市民の怒りです。新市長は市民の力

を感じないわけには行かないでしょう。市民の怒りを買うような行為はできなくな

ります。市民の力を強くするというのはこのようなことなのです。 

２００８年 11 月号（隔月発行）   定期購読料:年間１，０００円（送料含む）
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「市議補欠選挙」は実施すべし 

市長選挙どうする？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○森てるおの活動記録（2008 年 9 月～10 月）   ※ 主なものを掲載しています。 

 
９月１日     全員協議会 
  ２日     議会運営委員会 
  ４日     住基ネット訴訟 
  ５日     第３回定例会（～25 日） 
  ６日     スタッフ会議 
  ８日     一般質問（～11 日） 
  12 日     常任委員会（～16 日） 
  14 日     市民自治井戸端会議 
  17 日     予算特別委員会 
  19 日     駅周辺特別委員会 
  22 日     議会運営委員会 
  30 日     駅特委視察（～10 月 1 日） 

10 月１日   駅特委視察（９月 30 日～）  
  ４日   東大農場水銀剤問題説明会 
       スタッフ会議 
   6 日   決算委員会（～14 日） 
  12 日   井戸端講演会 
  17 日   議会報編集委員会 

19 日   踏切閉鎖問題説明会 
25 日   東大農場水銀剤問題説明会 
25 日   公害道路ストップの会 
27 日   議会運営委員会 

   30 日   行政説明（教育委員会） 

 

ねずみの話 

しばらく前から天井がねずみのグラウンド状態になっていま

す。我が家には猫がいるのですが、ねずみ狩りからはリタイヤし

てしまっているので、ねずみたちにとっては「我が世の春」なの

でしょう。 

我が家を購入したときには二階家に増築されており、通常押し

入れにある一階の天井への出入り口がなくなっています！ 

二階のほうは押入れの天袋から天井に上がれるので何とかな

りますが、一階と一緒に対処しないと意味がありません。そんな

わけで、今日もねずみたちは上へ下へと運動会を繰り広げていま

す。 

部屋にも出没している様子だったので、ネズミ捕りを仕掛け

て、２匹をペッタンコと捕まえました。 

お正月が来る前にはねずみの運動会を何とかしなければ・・・

 

今年も干し柿が食べられます！ 

例年のように干し柿を作りました。蜂屋という種類の大きな渋柿で、出来上が

りも大きく、甘そうです。 

皮をむいて干すだけですが、暖かい東京で作るのですから、多少の工夫はして

います。 

秩父の知人宅で数百個がカビで全滅した年、同じ柿を使った我が家で見事にで

きたのが自慢の種です。とは言っても、その後、数は少なかったのですが、全滅

したことがあり、えらそうなことはいえません。理由は推察できています。 

干し柿の甘さを追及したのが和菓子の歴史だと聞いたことがあります。砂糖が

たいへん貴重な時代の話です。 

砂糖のおかげで干し柿の甘さなど飛び越されてきましたが、最近では「甘さ控

えめ」がトレンディ。干し柿くらいの甘さが見直されているのではないでしょう

か。 


